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英国ノンセンス文学における一考察
─ルイス・キャロルとエドワード・リア─
 文１２－３００２ 指　出　尚　枝
序論
ノンセンス文学は 19 世紀のヴィクトリア朝（1873-1901）に流行した事象である。この時代のノ
ンセンス文学の代表作家として挙げられるのは、エドワード・リア（Edward Lear 1812-1888）と
ルイス・キャロル（Lewis Carroll, 1832-1898）である。彼らが生まれたイギリスでは古くから伝承
民謡集のマザー・グースがあり、それがおそらくノンセンス文学の素地になったと思われる。「19
世紀になって現われたノンセンス・ライム（nonsense rhyme）は、ある意味でこのマザー・グー
スの言葉あそびを受けついだものと言っていい。『不思議の国のアリス』には周知のように、『ハ
ンプティ・ダンプティ』その他多くの伝承童謡詩の引用やパロディが含まれている」（新倉 1985：
138）。
ノンセンス文学が流行したヴィクトリア朝時代では、イギリスの政治や社会情勢が絶えず変容
して、これまでのイギリスの様相が一変した。経済社会の進展が人の流れを農村から都市へと向
かわせ、その結果として都市の人口が増加した。ヴィクトリア朝期に現在の経済社会モデルが生
まれると同時に新しい社会思想が芽生えた。「ヴィクトリア朝の秩序基盤は、キリスト教信仰の強
調と家族の重視と厳しい道徳観念であった」（武井 2002：219）1。ヴィクトリア朝は物事の道理を
弁えた社会であったため、キャロルやリアの滑稽詩が登場した。つまり「オーデン（Wystan 
Hugh Auden1907-1973）も言うように、キャロルやリアのような単純で純粋な詩が書かれるのは、
「良く成熟した自由な社会」においてのみである」（新倉 1985：139）。
この頃のイギリスは「紳士」としての作法、哲学、生活態度を伝授する作法本（Etiquett book）
が人気を集めていた。また、上流階級と中流階級を一つにさせ、紳士を養成する場としてパブリッ
クスクールが注目された。一方、子どもの世界は優れた芸術や文学作品が生まれた華やかな社会
とは異なり、産業革命による労働者不足から子供が労働者となり、彼らは過酷な労働条件と悪辣
な環境衛生の生活に捕らわれていた。「積極的で創造的な生命力を持った子どものイメージもやが
てヴィクトリア朝が爛熟して行く頃になると、だんだん悲惨な環境に取り巻かれながら感傷的に
死を望むような病める子どものイメージへと変容して行く。そのような中から硬直しかけた秩序
や意味の世界を揺さぶるノンセンス文学が生まれ、新たな文化想像力をもった」（太田 2002：150-
151）のである。
リアとキャロルは、こうした現実社会の抑圧から逃げて自己を解放するために、ノンセンスの
世界で自由に言葉をコントロールして遊んだと思われる。リアのノンセンス作品は、約 200 を数
えるリメリック、20 篇のノンセンス・ソングスなど単純、具体的、描写的で会話部分が少ない骨
組をもつ韻文である。一方、キャロルのノンセンスは『不思議の国のアリス』（Aliceʼs Adventure 
in Wonderland, 1865）『鏡の国のアリス』（Through the Looking Glass, 1871） 『スナーク狩り』（The 
Hunting of the Snark, 1876）『シルヴィーとブルーノ』（Sylvie and Bruno, 1889）に見られるように、
物語のスタイルをとっている。散文の量が多く会話が中心であり、使用されている言語は高度で
抽象的かつ複雑である。キャロルが現実の世界から詩の世界へ入ると、「言葉と事物とのノーマル
な関係が変質してくる」（新倉 1985：164）ため、両者の関係が歪曲されノーマルな関係が崩され
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る。『鏡の国のアリス』第６章に登場するハンプティ・ダンプティは、言葉の意味を次から次へと
取り替え、言葉と物の間に歪みやずれを生じさせて遊んでいる。
  キャロルのノンセンスの主要な特徴は、この「意味のずれ」の問題である。ハックスレー
はリアとキャロルを比較して「キャロルは意味を誇張することによってノンセンスを書い
た。つまり倫理過剰の倫理にすぎない。彼の造語は知的である。リアの方はもっと本質的
に詩人なので想像力の誇張という意味でノンセンスを書いた。そして造語はもっぱら色彩
や音のために試みた」と指摘している（新倉 1985：166）。
概してノンセンスは無意味や罵倒や軽蔑など水準の低い言葉として解釈されている。例えば、
「ばかやろう」「くだらない」というように相手の考えや行動を否定的に判断する場合に使われる。
しかし、ここで述べるノンセンスは無意味や低次元の言葉ではない。
  ノンセンスという言葉は、実にさまざまな局面で使用されている。使われた言葉が意味を
なすためのルールからはずれているような文章を言うのに、現代の哲学者たちが使うもの
である。一般の人はどうかというと、普通これが真だとみなされている事実に合致しない
とき、つまり真でないと考える状況や言葉などを指して「これはノンセンスだ」と言う。
ある決まった根拠によってたち、「こっちがセンス、あっちがノンセンス」と言い切ってし
まうのである。しかし、センス・ノンセンスのそれぞれの領域を人間の頭の中にさっと一
本の線を引いて、この思想、あの思想をきちんと切り分けるなどできないだろう。我々が
これはセンス、あれはノンセンスと判断できるのは、真ある世界がどれか見分けられると
いうこととは別に関係なく、ある知的な関係構造を我々のほうで選びとっているからなの
である。つまりその関係構造に照らしてみて、真であればそれはセンス、そうでなければ
ノンセンスといたって単純なのである。（シューエル 2012：15-16）
　
またノンセンスにおける音の位置づけを、シューエルは以下のように述べている。
  「アリス」の作品ではノンセンスの実践を韻文が担い、散文がその倫理を明らかにしている
のだとしたら、作中の議論三昧、侃侃諤諤ぶりには別の意味があるだろう（シューエル
2012：49）。
いうなれば韻文（一定の韻に属した語を並べることで、声調を整えた文）が 19 世紀のノンセンス
を解き明かすもう一つの鍵を握っているのである。
これまでのノンセンス研究では音を中心にした考察はあまり進められてこなかった。したがっ
て、本論文では英語という言語において重要である「音」を中心にリアとキャロルの作品を考察
し、ヴィクトリア朝のノンセンス文学に新たな見方を提示したい。主に二つの観点、すなわち時
代背景が作品にもたらす影響と、英詩の韻律が織り成すリズムを中心に、考察を進めたい。第１
章ではノンセンスの歴史的背景をまとめ、イギリスとノンセンスの関連性を考える。第 2 章では、
過去の技法となった図形詩をキャロルが再び世に出して脚光を浴びた「完璧な裁判」（ʻMouseʼs 
Taleʼ）、そして音（韻律）と言語（かばん語 2・造語）で言葉遊びを楽しんだ彼の代表的な 2 作品
「ジャバーウォック」（ʻJabberwockyʼ）と『シルヴィーとブルーノ』（Sylvie and Bruno）を、次の
二つの観点から考察する。一つは韻律と言葉の関連性、もう一つはキャロルの精神面に深くかか
わる子供時代の経験とヴィクトリア朝の社会状況である。第 3 章ではリアが最初に世間に広めた
と言われるリメリックの詩集『ノンセンスの絵本』3（A Book of Nonsense）を取り上げる。「自画
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像」（ʻSelf-Portrait of the laureate of Nonsenseʼ）と「足指なくしたポブル」（ʻThe Pobble Who Has 
No Toesʼ）について、韻律における音節の強弱と連続した頭韻が作品に及ぼす効果を主に考察す
る。結論ではキャロルとリアの作品分析を比較してまとめたうえで、19 世紀のノンセンス文学の
特徴を述べたい。
作者としてキャロルとリアが意図したのは、かばん語や造語による音と文字の新しい関係から
生じる言葉の曖昧性にある。つまり、彼らはノンセンスの世界で言葉の自由を行使することで、
かえって自己を客観的に見つめ直す機会を得たのではないだろうか。このように仮定して本論を
進めていきたい。
第１章　ノンセンス文学
1-1　歴史
本項では、ノンセンス文学が当時の文化や歴史的背景を吸収して、発展してきた過程を論じて
いく。イギリスでは、ノンセンス文学はヴィクトリア朝に登場し、リアとキャロルがつくったと
一般には考えられている。つまり、1846 年にノンセンス詩が始まり 1898 年に終わり、それ以後は
存在しないのである。しかしながら、ノンセンス文学は歴史的な産物というより普遍的なもので
あり、ある一定の時期に限定されるものではないと思われる。
ノンセンスの要素はイギリスの流行作家、民間伝承、酒宴の歌、ユーモアにあふれるバラード、
伝承童謡の中から見つけられている。ノンセンスは特別な歴史や歴史学を伴った文化のひとつで
あり、個人の詩やその時代の高い文化的ルール、概してパロディと深い関係を持って発展してき
た。中世後半の短い開花の後、17 世紀初期に、イギリスの文学的なノンセンス詩は再編されたよ
うである。その後、驚くべきことには、ノンセンスは 50 年以上も流行って楽しまれた。また、王
政復古期の皮肉を含んだユーモア “Drolleries”4 の中にも存在した。さらに産業革命や技術革新に
よって経済や社会に劇的な変革の起こったヴィクトリア朝（1837-1901）においても、ノンセンス
芸術は、社会が交錯する時代思潮をそのまま糧にして勢力を広めていった。
ただし 19 世紀のノンセンスは単にセンスの意味をひっくり返した逆説的なものではない。その
定義をライヒャルトは以下のように述べている。
  予期し得ぬ、自動化からはずれた言葉の厳密な意味での非慣用的むすびつきを意味するの
であって、この非慣用的むすびつき、ex.negativo（否定からきたもの）はノンセンスなも
のとして展覧に供されるのである。つまりこの非・ノンセンスは「もともとあった」ので
はなく、ノンセンスから初めて作られ得るものなのである。従ってこのノンセンスの領域
にはその一つの発顕形態としてセンスも又取り込まれている。慣用的意味、例えば常識が
突発的にノンセンスな文脈中に侵入して来たりすると、この常識は、そこでは既にノンセ
ンスの方が予期されており、従って自動性をも獲得しつつあるものであるために、ノンセ
ンスなものとなる。このようにどのような展開を示すか根本的に見通しがつかないという
点でヴィクトリア朝ノンセンスはそれ以前のどんな種類のノンセンスとも性質を異にして
いる。（ライヒャルト 1981：166） 
本論ではこの定義を踏まえて、19 世紀のノンセンス文学を論じていく。
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1-2　挿絵
ヴィクトリア朝のノンセンス詩には、挿絵を入れる傾向がある。文字と音だけで読み手が作品
を理解できない場合に、詩の内容を理解する手助けとするためである。
ノンセンス文学は実際の話とは違い、童話や伝承童謡のように、読者を魅了して空想や想像の
世界へといざなう。またノンセンス詩は意味のない言葉の連続があるために、詩全体が曖昧なも
のになっている。曖昧な言葉遣いを用いたために読み手が理解しがたい部分に挿絵を添えて、多
義に解釈されうるイメージから 1 つのアイデアを導いていくのである。つまり挿絵という媒体は、
作者が作品に描く意図を理解する助けになる。いうなれば、挿絵は作品の不可欠な一部なのであ
る。
リアは書く才能だけでなく、絵を描く才能をも持ち合わせており、画家としての評判も得てい
た。そのため、リアは自分のノンセンス本や歌に用いるイラストを、他の誰にもゆだねなかった。
一方、キャロルは作家としての才能を備えていたが画家としての才能は持ちあわせておらず、テ
ニエル（John Tenniel, 1820-1914）に挿絵をゆだねたものの、「彼の作品と同じ根源でイラストを
描くべきだと考えていたので、１枚１枚の絵を、おそらく１本１本の線に注意を払い、数えきれ
ないほどの手紙をテニエルとやり取りしている。そのため、二人の間では摩擦が生じ関係は険悪
になった。『鏡の国のアリス』後、キャロルはテニエルから「もうこれ以上一緒に仕事をするつも
りはない」と言われた」（ガッテニョ 1988：133）ほど、挿絵にこだわっていた。
挿絵は読み手が作者の意図を理解するうえで非常に助けとなる。作品に登場するキャラクター
を読者が想像する際、作者が書いたテクストからだけでなく挿絵からも思い浮かべることができ
るからである。言い換えれば、挿絵がなければ、読み手は文字から多くを想像できよう。しかし、
それは主観的な想像にしかすぎない。挿絵の利点は、作者の意図を正確に読み手に伝えることだ
と思われる。したがって、テクストと挿絵は、作者の意図に応じながら調和した形で提示されな
ければならないのである。
1-3　イギリスとユーモア
イギリス文学を形成する重要な要素のひとつにユーモア（Humor）が挙げられる。ユーモアは
文学を豊かにするための色付けや味付けとなる。ユーモアとは、微妙に違う様々な笑いを含むも
のであり、滑稽、微笑、皮肉、嘲笑、冷笑が組み合わさった混合物ともいえる。ユーモアの要素
は、イギリスに特有の趣となり、英文学にも深く根差すことになった。
ユーモアは、いたずらや自己満足である場合もある。また人間同士のコミュニケーションにお
いて、会話を弾ませるための潤滑剤としてユーモアが用いられることもある。ユーモアを理解し
創造するには、言葉の教養と文化において共通性が必要とされる。したがって、生まれた国や属
する文化や使用言語が異なれば、互いのユーモアは理解されにくい傾向がある。イギリスにおけ
るユーモアは、独自の特色をもち English Humor 5 として発達してきた。ユーモアがイギリスで発
達した理由は主として 2 つあると言われる。1 つ目は、イギリス人の国民性である。生まれながら
道徳家であり、控え目でまじめな性質のイギリス人は、時々その性質から解放され快活な一面を
のぞかせたとき、それがユーモアとなって表れる。2 つ目は、イギリスの風土にある。陽光の乏し
い気候はそのままイギリス人の心の中にうっとうしい雰囲気を生じさせ、English Humor に影響
を及ぼしていると考えられる。加えて、イギリス人はプライバシーを尊重するため、他の人の家
庭を覗かない。したがって、English Humor は「個々の家庭に存在して独特であり、部外者には
理解できない」（Cammaerts 77）ほど、独自に発達を遂げたユニークなものである。
さらにユーモアのセンスは、相手の立場を思いやり、自分と相手を対等の目線に置いて接する
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人にしか持てない。相手を見下したり、逆に卑屈になったりする人には、ユーモアの資質が欠け
るとみなされる。自分も他人をもさめた目で見る能力を持っている人が、English Humor の持ち
主なのである。
1-4　子どもとノンセンス
こっちがセンス、あっちがノンセンスとはっきり区別するのは、非常に困難である。ただ、ノ
ンセンス詩には児童詩や伝承童謡との違いがあると一般に言われている。ノンセンス詩は子ども
に知識、道徳、躾を教える手段のものではなく、ただ単に物語を楽しむためのものである。一方
児童詩は、子供のために書かれたものであり、子供に読ませる詩と子供のために読ませたい詩と 2
つに分類できる。子供に読ませるための詩は、徳目、行儀作法などを教えることを目的としてい
る。例えば “Controlling the Tongue” は「人は口に出して言うことをよく考えなければならない」
という意味であり、良い子になるための忠告である。児童詩は音読して魅力のあるものや心地よ
く耳に余韻をのこすもの、物語を含み簡潔にまとめられているものである。英語圏でもっとも広
く知られている伝承童謡は「マザー・グース」である。その内容は「数え歌」「子守り歌」「物語
歌」「文字遊び」に分類できる。「マザー・グース」の内容は幼児にはわからないにしても、その
リズム、音の響き、抑揚などが子どもの感情を豊かに育んでおり、生活の中の知識や遊びの源泉
となるものである。
第２章　ルイス・キャロルの作品について
本章では、キャロルの『不思議の国のアリス』（1865）『鏡の国のアリス』（1871） 『シルヴィーと
ブルーノ』（1889）に登場する韻文を扱う。『不思議の国のアリス』においては「完璧な裁判」、『鏡
の国のアリス』では「ジャバーウォック」、『シルヴィーとブルーノ』においては「シルヴィーと
ブルーノ」を取り上げる。
キャロルの『不思議の国のアリス』は幻想的であり、子供向きでありながら大人も楽しめるユー
モアのある物語である。このような作品を書く作者は、厳格なオックスフォード大学の数学教師
であった。最初に、キャロルの生い立ちをまとめておきたい。
ルイス・キャロル、本名チャールズ・ラトウィッジ・ドジソン（Charles Lutwidge Dodgson）
は 1832 年、イングランドの西海岸チェシャー地方に生まれる。当時の英国は、政治経済において
世界に君臨し始めていた。国民は自分の力に自信を持っていた。のちには、ヴィクトリア女王一
家を理想とするような風潮にも明らかなように、教訓性とか道徳性といった道徳主義が国民に浸
透していた。聖職者の長男に生まれたキャロルは最初から心理的な圧迫を背負って生きていた。
父親のピューリタン的発想をそのまま叩きこまれたキャロルは、生涯において厳しい日課と規律
をつくり、それを守り続けてきた。キャロルは、自立して社会に目を向けるような実質的な人間
ではなく、何かするたびに、彼の内面にある２つの相反する声を聞きつけるような、融通が利か
ない心理的なつまずきがあった。このような彼の内面性が、アリスの物語において窺える場面が
ある。それは、『不思議の国のアリス』の第 1 章で、アリスがテーブルの上にある瓶の中身を飲も
うかと悩んでいる最中に、アリスはふと「人の忠告を聞かずに失敗した子」の話を思い出したり
する。6
子供時代の苦悩と現実の生活から生じる抑圧を重荷に感じて、キャロルは現実の世界から逃げ
たかったのだろう。そこで、本章ではキャロルの心理面を踏まえながら、彼の作品を論じていき
たい。
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2-1　「完璧な裁判」
キャロルが少女愛者であったことは、広く知られている。その中でも特別な思いを寄せていた
アリス・リデルの三姉妹とアイシス川のボート遊びにでかけた時の話が下地になっている『不思
議の国のアリス』に登場する「完璧な裁判」（ʻMouseʼs Taleʼ）を取り上げる。この作品は図形詩で
あり、詩に関係するものやことのイメージを形にするのが特徴である。尻尾（tail）の形に連が形
成されており、その姿からねずみの物語（tale）をイメージできるようになっている。
        ʻFury said to a
         mouse, That he
        met in the
       house,
     “Let us
      both go to
       law: I will
        prosecute
         YOU.--Come,
           Iʼll take no
           denial; We
          must have a
        trial: For
      really this
     morning Iʼve
    nothing
    to do.”
     Said the
      mouse to the
       cur, “Such
        a trial,
         dear Sir,
            With
          no jury
        or judge,
       would be
      wasting
      our
      breath.”
       “Iʼll be
        judge, Iʼll
         be jury,”
            Said
         cunning
          old Fury:
          “Iʼll
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          try the
            whole
            cause,
              and
           condemn
           you
          to
           death.”ʼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 （ʻMouseʼs Taleʼ in Aliceʼs Adventure in Wonderland  28）
図形詩は、言語が整列し並んでいる形を崩し、新しく形成することで、視覚的に読み手を驚か
し当惑させる。詩の形を図形にすれば、絵画のように見えるが、絵画と決定的な違いは、図形詩
は文字だけで構成されている点である。文字だけで構成されるために、言葉の響きだけが読み手
に残される。
ここで、読み手に奇抜かつ芸術的な見方を与えた図形詩（Concrete Poetry7）についてまとめて
おく。図形詩は文学と芸術の二面性を持ち合わせており、単語、文字を使用し図案、形、絵をつ
くるものである。その特徴は、文字が先に配置され文章の構造はその次になる。つまり文字で、
作家が描きたい姿をつくり出すのである。図形詩は詩人より彫刻家や画家の作品により近い。詩
人は、我々をまるで絵もしくは一つの彫刻の作品を見るように詩へと誘うのである。図形詩は 17
世紀に最も流行しており、当時の作家は、詩を空想的な形にしようと頭を痛めていたようである。
たとえば、愛情や楽しみはワイングラスやワインボトルに、宗教にかかわる詩であれば記念碑な
どの姿をしていた。その後アディソン（Joseph Addison, 1672-1719）は、彼が発行する『スペクテ
イター』（The Spectator）で、「形ばかりにとらわれている意味のない、見せかけの機知だ」と皮肉
を述べた。その皮肉が影響を及ぼし、17 世紀の後半に図形詩は時代遅れとなった。そして約 200
年後にキャロルが「完璧な裁判」で世に再登場させたのである。
この詩の形はキャロルの気まぐれで作ったように見えるが、そうではない。ハツカネズミの話
（tale）と尻尾（tail）の音［teil］の同音からもじり、ネズミの物語がネズミの尻尾になってしまっ
た語呂合わせである。詩の姿をネズミの尾の形にすることで、見た目は滑稽であり、かつ芸術的
でもある。キャロルがこの詩を最初に書き上げた時、規則正しい韻の連なりという体裁をとって
いたのだろう。キャロルが最初に書きあげたと思われる詩を以下に示してみると、何の面白みも
生み出さない。それゆえ、キャロルは詩の姿をネズミの尻尾に形づくったと思われる。この詩は、
視覚的には絵画のようであり、文体はクイズ形式である。それがユーモアをいっそう洗練させた
のではないだろうか。
/ ×  /   × ×  /
Fury said to a mouse,  a 犬のフューリーがネズミに言った。
  /    ×    /   ×   ×   /
Th at h e met in th e h ouse,  a ばったり家の中で出会って
/    ×   /   ×    ×  /
“L et us both go to l aw: b 「一緒に裁判へ行こう
/  ×  / ×   ×      /
I will prosecute YOU.— c お前を起訴してやろう。」
   /     ×    /     ×  ×  / 
Come, Iʼll take no denial; d 野郎、いやとは言わせない。
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 ×　 /     ×   × / ×
We must have a trial: d   裁判をやろうじゃないか
 ×    / ×    ×    /    ×
For really this morning e 今朝はまったく
 ×    /   ×   × /
Iʼve nothing to do.” c することがないし
 /    ×  　/   ×  ×    /
Said th e mouse to th e cur, f ネズミたちは悪い犬にいった、
   /       × /  ×  ×  /
“S uch a trial, dear S ir, f だんな、そんな裁判なんて
    /   × / ×   ×  / 
With no j ury or j udge, g 陪審も判事もいないような
      /     ×   /     ×    ×    　/
W ould b e w asting our b reath.” h 言葉の無駄ですわ
   /  × 　/（×）   /  ×  / ×
“ I ʼll b e j udge, I ʼll b e j ury,” i 俺が判事で俺が陪審
 /        /  ×  　/    / ×
Said cunning old Fury:  i ずるい年老いたフェリーが答えた
   /  /    ×       /   /                  
“Iʼll try the whole cause, j 俺がすべてを取り仕切り
  /     ×     /       /  ×   / 
and condemn you to death.” h お前に死刑を宣告してやる。 
 　　（ʻMouseʼs Taleʼ in Aliceʼs Adventure in Wonderland  28）（強調は筆者による）
　                   註：□は頭韻を示す
押韻構成は「aabc」「ddec」「ffgh」「iijh」の脚韻で４行連句になっている。1-2 行目 aa,5-6 行目
dd,9-10 行目 ff,13-14 行目 ii と couplet を示している。4-8 行に［c］,12-16 行に［h］で押韻されて
いることを示している。弱・弱・強音の 2 歩格である。3 行目の go は強音節であるが、弱音節に
することで裁判に行きたくないが、行かなくてはならない様子を表したものだと考えられる。各
詩行の行末がコンマあるいはピリオドで終わっており、一文の内容がクイズ形式ではなく、会話
形式となる。13 行目の頭韻［i］［b］［d］の繰り返しで音が強調され読み手の耳に余韻を残す。
ʻSaid cunningʼ が音の流れから強弱であるが、あえて強強弱にすることで、犬のフューリーのずる
賢い性格を作者は強調したかったのだろう。原詩では、強弱 2 歩格、弱強 2 歩格、強弱 1 歩格と
まとまりのない詩脚が散乱しており、滑稽感がある。詩の１行の意味が途切れ途切れになってお
り、例えば、1 行目のフューリーが言った、なら「誰に」と聞きたくなる。このような繰り返しが
連なって、クイズを 1 問ずつ解いていくような「問答歌」8 で物語が進んでいる。そのために、詩
は全体を通し、テンポの良い音を織りなしている。また、詩の中で会話が成立するのではなく、
読み手には、この詩の世界に入り込む余地が残されている。読み手とのコミュニケーンを楽しめ
るところに、キャロルの遊び心が出ているのではないだろうか。
2-2　「ジャバーウォック」
本項では、ノンセンスの古典詩と評されている「ジャバーウォック」（ʻJabberwockyʼ）を扱う。
この詩については、語と音の密接な関係を崩し、そのずれが引き起こす言葉の曖昧性を論じてい
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きたい。例えば、この作品の最初の 4 行はキャロルが子どもの頃に書いたもので、古代ルーン文
字 9 を擬した字体で書かれている。これは、キャロルのかばん語や造語の始まりではないだろう
か。かばん語や造語は語の意味を曖昧にして、音と文字を読み手に伝える。この新しい造語が、
読み手にいかなる解釈も許すが、単一の解釈は拒否する。このかばん語や造語から生じる言葉の
飛翔にキャロルの主体性を見いだせるのではないだろうか。
×      /  ×  　 /   × 　/  ×   /　    
ʻTwas brillig, and the slithy t oves a そはゆとろとぎ　ぬらやかなるトーヴたち
×      /  　×       / 　   ×  ×  　 /   
Did g yre a nd g imble i n the wabe; 
 b まんまにてぐるてんしつつ　ぎりねんす
×     /  ×    /    ×  　  /  ×　/
All mimsy were the borogoves, a げにも　よわれなるボロームのむれ
×     ×   /×     /  ×   / ×
A nd the mome raths o utgrabe. b うなくさめくは　えをなれたるラースか
 ×     /     ×    /      ×   /    ×　  /
ʻBeware the Jabberwock, my son! c　 「わが子よ、ジャバーウォックに油断なかれ
    × 　  /      ×     /       ×    /      ×        /
Th e jaws th at bite, th e c laws th at c atch!
 d 食らいつくその顎、かきむしるその爪
    ×  /      ×     /    ×    /     ×    /
B eware the Jubjub b ird, and shun c ジャブジャブ鳥にも心許すな、
  ×         /   ×     /    ×　 / 
The frumious Bandersnatch!ʼ d おどしきバンダースナッチにはゆめ近寄るべからず
  ×       /  ×    /   ×  /     × 　  　/
H e took h is vorpal sword in h and: e けしにぐの剣、手に取り手
×      /      ×     /     ×      /   ×    /
Long time the manxome foe he sought—  
 f かれ、ひとごろしき敵を求めて歩くこと久しかりしが
 ×    /  　/ ×   ×    /  ×        /
So rested he by the T umtum t ree, g タムタムの樹のかたえにて一息つき、
 ×        /      ×    /      ×     /
A nd stood a while i n thought. f しばし立ちつくして思いに沈みぬ。
 ×       /    ×   /   ×       /       ×      /
A nd a s i n u fﬁsh thought he stood, 
 h られられしき思いその胸に駆けめぐるときもとき、
×   /      ×    /        ×    /     ×   /　 
The Jabberwock, with e yes o f ﬂame,
 i 見よ、らんらんたる眼燃やしたるジャバーウォック、
   ×          /   ×  　   /　   ×   /   ×     /
Came w hifﬂing through the tulgey w ood,
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 h おぐらてしき森の奥より、ひょうひょうと風切り飛びきたり、
×       /  ×     /    × 　/
A nd burbled a s i t came! i ぶーぶくぶくとうなやきけり。
  ×       /       ×         /    ×   　　    /        ×   /
O ne, t wo! O ne, t wo! A nd through a nd through 
 f いち、に！いち、に！ぐっさりぐさり、
×     /   ×     /      ×       /　 ×　   /
The vorpal blade went s nicker- s nack!
 J 目にも止まらぬけしにぐの剣、手練の早業
×     /  × 　  /     ×     /    ×  　/
H e left i t dead, a nd with i ts h ead k 横たわりたる死体より刎ねたる首をば小脇にかかえ、
×     /    ×  /      ×     /
He went galumphing back. j たからからからと帰り来たりぬ。
 ×  　    /    ×  　/     ×    　 /    × /
ʻAnd hast th ou slain th e Jabberwock?
 l 「なんと、なんじ、ジャバーウォックを討ちとったかな
× 　 /　× 　/ 　 ×    /    × 　  /
Come to m y arms, m y b eamish b oy!
 m さても、かんがやかしきわが息子よ、この腕に来たれ
×　  /  ×     /    ×     /      ×  /
O frabjous day! C allooh! C allay!ʼ n おお、よろこばしき日よ！カルー！カレー！」
 ×    　 / ×   /  ×      /
H e chortled in h is joy. m 親爺どの、心おどりていびき笑いけり。
    ×         /  ×   /     ×   /  ×  / ×
ʻT was brillig, and the slithy t oves a そはゆとろとぎ　ぬらやかなるトーヴたち
×     /     ×      /    ×    /   ×     /  
Did g yre a nd g imble i n the wabe;
 b まんまにてぐるてんしつつ　ぎりねんす
 ×   /  ×     /     ×      /
All mimsy were the borogoves,  a げにも　よわれなるボロームのむれ
×      ×     /    ×     /    ×    /    ×
A nd the mome raths o utgrabe. b うなくさめくは　えをなれたるラースか
  （ʻJabberwockyʼ in Through the Looking-Glass 132）（強調は筆者による）
  （高橋 1977：226-228）
 註：□は頭韻を、下線は中間韻を示す
「この詩には概念が欠けている」（宗宮 2001：102）のは、詩として 1 つの構造体（リズムと脚
韻）を成しているが、文章における肝心の内容語が、かばん語、新造語、古語、逆成 10 を使用し、
英 語 の よ う で 英 語 で な い か ら で あ る。 こ の 技 法 は、 過 去 に は シ ェ イ ク ス ピ ア（William 
Shakespeare, 1564-1616）の『ハムレット』（Hamlet, 1600-1602）にも見られる。使用例のない語彙
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を用い、その多くは現在 OED で「初出」として記録されている。新しい言葉から生じる聞きなれ
ない音は、不思議な音として観客の記憶に残ったであろう。シェイクスピアは、斬新な経験を表
すには斬新なことばを必要とするという考えで、新しいことばを生成したようである。この考え
はキャロルにも通じるところがある。
この詩の第 1 節および最終節は、キャロルが自ら手書きで発行していた家庭雑誌『ミッシュマッ
シュ』（Mischmasch, 1855–1862）に掲載されている。この最初と最終行の 4 行詩をキャロルは「こ
れは、意味はさだかではないが深く心を捉える古詩である」11 と結んでいる。キャロルはこの詩
を『鏡の国のアリス』第 6 章で復活させ、自ら “ ハンプティ・ダンプティ ” に変身して、この詩の
注釈を入れた。
詩の押韻構成は、abab, cdcd, efgf, hihi, fjkj ,lmnm, abab となり弱強 3 歩格と強弱 4 歩格からなる。
17 行目では ʻthroughʼ を繰り返して同じ音、同じ語の中間韻を使い ʻthroughʼ の語を強調すること
で、ジャバーウォックと戦う様子を伝えたかったと思われる。11, 19, 23 行目の脚韻を外し、中間
韻（he,  tree ）（dead,  head ）（day,  Callay）を踏むことで他の部分と差を生じさせ、この詩の中
心となる内容を特徴づけた。キャロルは聖職者の家に長男として生まれ、厳しい日課と規則や規
律を生涯守りつづけた。そこから受ける心理的な圧迫をジャバーウォックに置き換え、ジャバー
ウォックを討ち取ることで、キャロルは抑圧から解放され自由を得たのかもしれない。
ライヒャルトは、そうしたキャロルの心理について以下のように述べている。
  キャロルの場合、自己紛争、自己分裂を表すことが、創作の原動力となっている。この自
己分裂はキャロルのもっとも有名な作品の中でたとえばアリス（キャロルとしての自己）
とふしぎの国の怪物達（市民ドヂソンとしての自己そして同時に他者、世界）の対立とし
て描きだされている。変身のテーマ殊に鏡の主題の中に見えるのは実はこの自己分裂なの
である（ライヒャルト 1981：170）。
それゆえキャロルは故意に脚韻を外して中間韻を入れ、この 3 行を他と区別して強調した。その 3
行が、読み手に伝えたい内容だと考えられる。加えて ʻheʼ は本来弱音節になるが、意味からする
と強音節で読まなくてはならない。その葛藤もまた、ジャバーウォックの強さを示している。
ジャバーウォックの詩は、詩の基本的な構造である４行連句（quatrain）から成っている。かば
ん語や造語など新しい語が使用されているが、品詞のならびが工夫されているために、新しい語
であってもある程度、判断できるようだ。例えば 1 行目の ʻthe slithy tovesʼ は冠詞＋形容詞＋名詞
である。また、詩が織り成す弱・強の音の響きシラブルが詩の解釈を助けている。つまり弱く読
むところは機能語、強く読むところは内容語になり重要な意味を成す。詩は、かばん語や新語の
使用で、意味を連想できなければ、本来の意味をなさない。
言葉とは音と文字から成り立っている。文字を無意味にするならば、言葉の響きだけが残され
る。キャロルのかばん語は、その発想から生じたと考えられる。つまりキャロルが自由につくる
かばん語や造語は、いったん語の意味を無くし、新しい音と文字を読み手に伝える。そこに生じ
た言葉にふさわしい意味を新たにもたらすのである。例えば、だじゃれや聞きまちがい、言いま
ちがいも、言葉における音と意味の関係が崩れて起こるものである。「ジャバーウォック」には、
そうした崩れやずれが充満している。意味と音のずれによる言葉の曖昧性は、同時に読み手の想
像力を刺激する。曖昧な言葉により、読み手はかえって詩を自由に解釈して楽しめる。「かばん語
や造語はそれ自身では何の意味ももたないのに、確かなレファレンス（内容）をもった沢山の単
語を読み手に想起させる」（シューエル 2012：221）のである。
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2-3　『シルヴィーとブルーノ』
キャロルは、『不思議の国のアリス』とは違った新たな作品にしたいと、『シルヴィーとブルー
ノ』の序文で「幼年の日々そのものである無邪気な戯れのひとときにふさわしいような思いつき
を提供してみたかった」（柳瀬 1977：8）12 と述べている。この作品が書かれたヴィクトリア朝は産
業革命による量産の時代でもあった。芸術における一点ものの価値が薄れ、画一的で何の感情も
込められない印刷物が大量生産された。この先世の中がどのように展開していくのか見当がつか
ないという不安に満ち、こと・ものが夢のように流れていく社会のなかで、キャロルには夢と現
実の見境がなくなっていった。こうして夢と現実の両方を同時に取り込もうとした作品が『シル
ヴィーとブルーノ』である。
『シルヴィーとブルーノ』は『不思議の国のアリス』の 24 年後、『鏡の国のアリス』から 17 年
後に出版された。この作品は 2 つの主要な枠組みから構成されている。1 つは、現実の世界である
ヴィクトリア朝、他方は架空の世界である。ここで描かれている世界で起こる現象は、見るもの
がすぐ変わることであり、最初に見たものを再び見ると全く違うものになっているのが特徴であ
る。これは人が睡眠中に見る夢と同じようであり、目が覚めると突然夢での事象が消え、その世
界とは全く違う現実へ引き戻される。この作品の背景には 2 つのことが考えられる。1 つは、ヴィ
クトリア朝の社会背景である。当時のイギリスの政治や社会情勢は絶えず変化し、国の様相は一
変した。もう 1 つは、キャロルの子供時代の経験や、前にも触れた心理的抑圧である。しかしな
がら、キャロルは序文において「新たな道を打ち出そうと努めた」と述べている。これは精神的
苦悩から逃れるのではなく、そのことを受け止め新たな道を見つけようと考えたのであろう。こ
の「肯定」と「否定」の心理的対立と葛藤のために、『シルヴィーとブルーノ』は混乱した作品に
なったと考えられる。シューエルは「『シルヴィーとブルーノ』なる途方もないごたごたを生み出
すに至る展開の芽生えが、すでにここにあるのだ」（シューエル 2012：318）。と述べている。高山
も「『シルヴィーとブルーノ』というおそろしくごたごたした作品を見れば一目瞭然であろう。そ
こで別種のノンセンスをめざし、色々と取り込んだけれども失敗に終わった」（高山 2012：379）13
と評している。
『シルヴィーとブルーノ』第 9 章「道化師と熊」には、頭のない熊が登場する。下記の詩は、熊
使いと熊との関係を表している。頭のない熊というのは、一人では何も出来ないので、熊使いに
頼るほかない。キャロルは、この頭のない熊に自分を投影したのではないだろうか。大人になり
きれなかったキャロルが、母親が子供を見守るように、いつまでも自分を見守ってほしいと願い、
頭のない熊で表現したと考えられる。
×     /          ×   /     ×  /  ×    /
“H e thought h e saw a Rattlesnake a 彼はガラガラ蛇を見た
  ×        /         ×      /   ×  /
That questioned him in Greek: b そいつは彼にちんぷんかんな問いかけをした
×    /       ×    /   ×    /       ×   / 
He looked a gain, a nd found i t was c と思って、もう一度見ると
 ×      /    ×  ×   /          /
The Middle of Next Week. b なんと来週のど真ん中
 ×      /      ×     /  × /   ×  /
ʻThe one thing I regret,ʼ he said, d 「惜しいことをした」彼はいった。
×    /     ×    /   ×    /
ʻ I s that i t cannot speak!” b そいつは、話してくれない。
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  ×    /           ×  /     ×  /    ×    /
“H e thought h e saw a Bankerʼs Clerk
 e 彼は銀行の旦那を見た
×   /     ×     /       ×   /
Descending from the bus: f バスから降りるところだった
  ×   /          ×  /   ×     /        ×   /
He looked a gain, a nd found i t was c と思って、もう一度見ると
 × / × / × /
A Hippopotamus: f なんとカバだった
× /       ×       /      ×  /       × /
ʻIf this should s tay to dine,ʼ he s aid,
 d こいつが、寝泊り大飯くらえば
×     /        ×     /       ×    /
ʻThere wonʼt be much for us!ʼ” f 我々は何にもありつけぬ
×          /       ×     /  ×   /       ×   /
“H e thought h e saw a Coach-and-Four
 g 彼は四頭立て馬車を見た
 ×         /     ×  /    ×  /
That stood b eside his b ed: h それはベッドのわきに立っていた
×     /       ×  /     ×      /     ×    /
He looked a gain, a nd found i t was c と思って、もう一度見ると
 ×   /     ×      /  ×  /
A  Bear without a  Head. h なんと、首なし熊だった
    ×       /        ×   /         ×     /  ×  / 
ʻP oor thing,ʼ he s aid, ʻp oor s illy thing!
 I 「哀れで、おろかだ」と彼はいった
×  /     ×    /  ×  /
Itʼs waiting to be fed!ʼ” h 餌をもらおうと待っている 14
 （Sylvie and Bruno, 31, 33, 40）（強調は筆者による）
 註：□は頭韻を示す
この詩の奇数行の脚韻は弱強 4 歩格であり、偶数行は弱強 3 歩格である。17 行目は、中間韻 ʻthingʼ
と頭韻［p］［s］［t］を含んでいる。日常語を同音同語で繰り返して誇張し、読み手の感覚に訴え
ていると思われる。「かわいそうな、かわいそうな熊」と大げさな表現で言い過ぎるところに面白
みがある。見せかけの面白みの表現の中には、キャロルの内面に存在する子供の部分が表れてい
る。ここでキャロルは大人の思考ではなく、子供の目線でものごとを捉えているようである。こ
の点についてガッテニョは、次のように述べている。
  キャロルが子供たちを描き、より一般的な子供時代の姿を描けたのは、彼自身が多くの点
で子供だったからである。わたしは単にかれが、たとえば『星の王子さま』を書いたサン
＝テグジュペリのように、物事に驚嘆する能力とか、子供らしい純粋さをもちつづけたな
どといいたいのではない。きわめて深いところで、彼はいつまでも子供でありつづけた、
といいたいのだ。（ガッテニョ 1985：201）
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頭のない熊は、ヴィクトリア朝の子供と生活する人々の状況をも表していると考えられる。こ
の時代の子供は一人前の労働者であり、子供が自由に遊ぶことを許してもらえなかった。そのた
めに、キャロルは、自由に遊べない子供の悲しみを ʻPoor thing,ʼ he said, ʻpoor silly thing!ʼ と表現し
たと考えられる。また、産業の発展とともに交通網が整えられて社会のスピードが速くなり、人々
はこれからの社会の方向性に見当をつけられない心理的不安を抱えていた。キャロルはこうした
人々の不安を、頭のない熊で表現したのではないだろうか。
まとめ
キャロルは、昼間は厳格なオックスフォード大学で数学教師チャールズ・ラトウィッジ・ドジ
ソンとして収まり、秩序ある生活に耐えていた。そして時には、心の奥深いところにある子供時
代の体験を無意識に呼び戻し、心の中で葛藤していたのではないだろうか。子供のころに書いた
「ジャバーウォック」の最初と最後の４行詩についてキャロルは、「意味はさだかではないが深く
心をかき乱す古詩である」15 と結んでいる。この詩はキャロルにとっての原点ともいえる。その
ため、この詩を再び「ジャバーウォック」に登場させたのであろう。キャロルは、現実の抑圧か
ら逃れるためにノンセンスの世界を築き、自己を解放させた。例えば、「完璧な裁判」の中でクイ
ズを一問解くことで、キャロルは一時的な心の解放感を味わえただろう。『シルヴィーとブルーノ』
では、ヴィクトリア朝の混沌とした社会で生きる人々の不安とキャロル自身の不安を詩の世界に
投影した。『シルヴィーとブルーノ』では、最初に見たものが、次に見たときにはまったく違うも
のに変身するというような、現実の世界で起こりえない夢の世界が描かれている。この頃のキャ
ロルは、苦悩から逃れるのではなく、そのことを受け止め新たな道を見つけようと葛藤するうち
に、夢と現実の見境がなくなっていったのではないだろうか。「ジャバーウォック」では、かばん
語や造語を自由につくった。彼はいったん言葉の意味を無くし、新たな文字と音を読み手に伝え、
それを共有しようとした。キャロルの意図は、文字の表層から、こと・ものを受け入れるのでは
なく、語が内在する比喩的部分から意味を推測することにあった。
第 3 章　エドワード・リアの作品について
本章はまず、リアの子供時代を紹介からはじめたい。
  エドワード・リアは、ロンドン北部のハイゲイトに生まれた。子沢山の家で 21 人の 20 番
目の子供である。父親は株の仲買人として成功していた。しかし、リアが幼い頃、詐欺事
件で父が投獄される。ここから一家は悲惨な運命の始まりとなる。15 歳のリアは姉のアン
と一緒にロンドンで生活することになった。彼女がリアの母親がわりとなり、リアと同じ
く生涯独身を通す。リアの自活の手段は、もって生まれた絵の才能である。彼の絵の才能
が伸び、パトロンにも恵まれ、ヴィクトリア女王に絵画を教えるまでになった。彼は癲癇
と喘息を持っていた。そのために、他者との繋がりを断ち孤独に監禁した。そのことから、
リアは 1 か所に留まらず、旅行を楽しんだようだ。このような経験が、リアの作品をより
洗練させたと考えられる。16
このようにリアは、現実の生活（リアの精神部分を含む）と容姿をノンセンス化することで、
苦悩を笑いに変えた。作品「自画像」（ʼSelf-Portrait of the laureate of Nonsenseʼ）においては、自
分の容姿の醜さをノンセンス化して笑いで吹き飛ばす。ただ自分のことだけではなく、外部の事
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象や自分を含む人間の状況全体にも眼が向けられている。たとえば、少年時代の崇拝の対象であ
るバイロンが世を去った悲しみを抒情的に表現するのではなく、ユーモラスな要素を含んで表現
している。リアは現実の寂しさや病気による苦悩や不安から逃がれ、ノンセンスの領域で夢を追
い続けた。「音よりも意味が、そして言葉より、ものが優勢な時代」（高山 1981（a）：91）におい
て、その時代とは逆説的に、詩の軽快な音楽と意味の無責任感覚をリアは楽しんだようである。
リアのノンセンス詩は無限に広がるものではなく、具体的かつ几帳面でルールから外れない領
域にありながら、浮世離れした滑稽な詩になっている。また、リアのノンセンスの内容には自分
に関するものと地名を取り上げたもの 17 とがある。
本章ではリアの作品のなかから「自画像」（ʻSelf-Portrait of the laureate of Nonsenseʼ）、「足指な
くしたポブル」（ʻThe Pobble Who Has No Toesʼ）、そしてリアが最初に世に広めたと言われるリメ
リック詩『ノンセンスの絵本』（A Book of Nonsense）を取り上げる。
3-1　「自画像」
「自画像」ははリアの自画像を書いた詩である。リアは生まれ育った環境だけでなく容姿にも恵
まれなかった。このような不遇な条件を逆手にとり、自己と遊び、戯れ、ひょうひょうとした自
画像を詩に描いて表現することで、彼は精神的な不安から解放されたのかもしれない。また自己
を滑稽化して「遠隔操作」して、心のわだかまりを取り去ろうとしたのかもしれない。この手法
は、キャロルにも窺える。チャールズ・ラトウィッジ・ドジソンからルイス・キャロルに替わっ
て、彼も自己を「遠隔操作」していたのである。
リアとキャロルとの共通点は他にもある。それは言葉遊びである。リアもキャロルと同じよう
に造語をつくっている。たとえば “runcible hat” の形容詞 ʻruncibleʼ はリアがつくり出した造語の
なかで最も有名なものである。リアの造語については、「ことばを造る、言語遊戯はある種の人間
（ハムレットもその一人だ）においてきわめて色濃く不安の感情に動機づけられているものである」
（高橋 1977：148）と述べられている。つまりリアは造語をつくることで、不安や淋しさを癒した
といえる。
 ×       /     × ×      /      ×     /
“How pleasant to know Mr. Lear!” a  リアさんに会ったら、愉快なかた !
   /      ×    /     ×  ×       /  ×       ×    /
Wh o h as written s uch volumes of s tuff!
 b たくさん馬鹿げたことを書いて
    ×     /      ×     /   ×   / ×    ×        /
Some think him i ll-tempered a nd queer,
 a 気難しいとか変人とか言う人もいるけど
 /     ×  ×   /       ×   /      ×    ×   /
But a  few think him pleasant e nough.
 b 愉快な人だという人もいる。
  ×   /       ×   /      ×    ×     × /  ×
His mind i s concrete a nd fastidious,
 c 考え方は具体的で几帳面
×     /     ×   × / × ×  /
His nose is remarkably big; d 鼻は目立って大きい
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  ×   /    × ×   /      ×   × 　/  ×  /
H is visage i s more o r less h ideous,
 c 顔立ちはかなり醜い
×     /      ×  × /    ×   ×   /
His beard i t resembles a  wig. d あご鬚はかつらにそっくりだ。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
×　   /  ×   /   ×   /  ×  　 /   ×     /  × 
H e reads, but h e cannot sp eak, Sp anish,
 o スペイン語は読めるけど話せない
×       / ×    /       /   ×      /
He cannot abide ginger beer: a ジンジャービールが我慢できない。
 /     ×     /     ×  /    ×  /  ×       / ×
E re the days o f his pilgrimage vanish,
 o 巡礼の日々が無くなるまでは
  ×      /   ×  ×     /     ×     /
How pleasant to know Mr. Lear! a リアさんに会ったら、愉快なかた ! 18
 （Self-Portrait of the laureate of Nonsense vii）19
 註：□は頭韻を示す
この詩の脚韻は abab cdcd efef (Enclosed rhyme) である。行末で破裂音［t］ ［g］ を使うことで飛
び跳ねるような楽しいイメージが表されている。これらの音を一文の行末に使用すると、内容を
一層誇張する。同じ脚韻である語の意味を対比させ、ʻLear, queer / stuff, enough / fastidious, 
hideous / big wigʼ においては同じ音が交互にやってくることで音楽と思わせる言葉の連続をつく
り、会話の自然な秩序を示している。“Who has written such volumes of stuff!” の頭韻［h］,［s］の
反復による音の強調には耳に余韻を残す効果がある。 リアは “remarkably big”,“ resembles a wig”
については脚韻を強勢のみで終わらせ、詩脚にヴァリエーションを作りだしている。つまり、鼻
が非常に大きく、あご鬚はかつらそっくりの容姿が誇張され、読み手の記憶に留められる。この
詩には ʻpleasantʼ が 3 回登場する。詩の最初の行が ʻHow pleasantʼ で始まり、4 行目に ʻpleasant 
enoughʼ が追いかけるようにやってくる。そして、最後の行は ʻHow pleasantʼ で完結に終わり、詩
全体に明るさと楽しさがあふれるような効果が最大限に引き出されている。
3-2　 「足指なくしたポブル」 
では冒頭１番を引用して、分析みよう。
×       /   ×    ×   /    ×    /
The Pobble wh o h as no toes a ポブルは足に指がない
  ×     /      ×  /       ×   /
Had o nce a s many a s w e; b 以前は私たちと同じようにあった
   /        ×        /       /        ×     /      ×  /       ×       /
When th ey s aid, ʻS ome day you may lose th em all;ʼ—
  c いつかお前の足指は全部なくなるぞ
/     ×  /    ×  /      ×     /   ×   /    ×   
He replied, -- ʻF ish f iddle d e- d ee!ʼ b 「ノンセンス」とやつは返答した。
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/      ×     /        / × /       /        ×      /  
A nd h is A unt Jobiska made h im drink, 
  d ジョビスカおばさんは彼を酔わせた
/   × ×   /  ×　  /       ×      /    × 
Lavender w ater tinged w ith pink, d ラベンダー水はピンク色に帯びていた
  /    ×    /  　 ×       /    ×    / ××  /  × 
For she said, ʻThe World in general knows 
  a 一般に世界の人は知っていると言った
    ×  　/    ×   ×  　/ ×   ×   /    ×    / 
Thereʼs nothing so good for a Pobbleʼs toes!ʼ
  a ポブルの足指に格別よいことはない！ 20　
 （ʻThe Pobble Who has No Toesʼ）21（強調は筆者による）
　 註：□は頭韻を、下線は中間韻を示す
この詩は Iambus（弱強）、Trochee（強弱）、Anapaest（弱弱強）と様々な詩脚を用いて強弱音節、
頭韻の連続や同音の巧みな反復によるリズムで音楽的効果をだしている。そこにはメロディー 22
が感じられる。音からリズムは生じるが、必ずしもメロディーにはならない。例えば、単調な太
鼓の音や遠雷の響きからは、メロディーは感じられない。この詩の中で音楽性を見せているのが
言葉の情諸的要素である。これは、読み手の想像により見出される。弱強音節は上昇調 （Raising 
metre）、強弱音節は下降調（Failling metre）の代表的格調とみられる。特徴として 5, 6 と 7, 8 行
は同じ脚韻の Couplet になっており心地よい響きを耳に残すとともに詩人の意図が見られる。
例を挙げると ʻHe has gone to ﬁsh, for his Aunt Jobiskaʼsʼ ʻRuncible Cat with crimson whiskers!ʼ に
おいて ʻJobiskaʼsʼ ʻwhiskersʼ とまるで呪文のように唱える箇所がある。音の効果としては、ポブル
が突然魚になってしまった変身の様子が、呪文のような音で表現されているといえる。また ʻAnd 
she said,-- ʻItʼs a fact the whole world knows,ʼ と ʻThat Pobbles are happier without their toes.ʼ におい
ては、ʻknowsʼ と ʻtoesʼ を上昇調（raising metre）が終わっている。つまりポブルは足指が無くと
も本当に幸せであり、そのことを世界中の人が知っているという表現を中間韻でさらに強調する
ことで、その音が耳に残される―ʻWhen they said, ʻSome day you may lose them allʼʼ（強調は筆者）。
この中間韻でテンポの良いリズムをつくり、「いつかおまえの足指が無くなるぞ！」と戯け、ふざ
けている様子が描かれている。
また、この詩には ʻtoesʼ が 1 行目、8 行目、17 行目、24 行目と 4 回も使われている。つまり
ʻtoesʼ はこの詩のアレゴリーであり、足ゆびが無くなるという現象から悲しみを表現したと考えら
れる。つまり「「足ゆび」に詩人の少年時代の象徴を見、リアは遠く 11 歳の昔、彼の偶像であっ
たバイロンの死を知った時の衝撃（茫然となく崩れた）を思い出している」（高橋 1977：145）よ
うである。最後の 2 行では頭韻の多用により音の効果を強めてリズムを滑らかにし、そこに
ʻhappierʼ を入れてノンセンス固有の現実を反転させている。そのため一層、喜びの幻覚に代替す
る効果を上げて、リアは悲しみを滑稽化して解放することに成功していると考えられる。
3-3  『ノンセンスの絵本』
はじめに、『ノンセンスの絵本』を完訳した柳瀬尚紀の説明を引用して、リメリックという詩形
を定義しておきたい。
  この詩形はリメリック（limerick）と呼ばれ５行の戯れ歌をいう。歌いだしは厳密に規定さ
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れており、aabba の脚韻を踏む。最終行は第 1 行の繰り返しとなる。この詩形の生まれと
名称の由来は定かではないが、アイルランドに同名の土地があり、発祥も名称の由来も結
び付ける説がある。（柳瀬 2003：225）
リメリックの脚韻は厳格に規定されており、その最終行は第 1 行目の繰り返しとなる。この厳
密な締めつけにより、詩は極限まで省略される。つまり、伝達したい思いだけが洗練された形で
留まる。リメリック詩の中には奇抜で不可解なものが生じる場合もある。例えば、男のあご鬚が
鳥の住処になってしまった、など、これは滑稽で馬鹿げているようでもあるが、理性を超え不可
解な状況に見舞われたともいえる。リメリックの極度の省略は詩の解釈に無限の広がりが許され、
読み手の果てしない空想を掻き立てるようである。またリメリックは、快く韻を踏んだ音の響き
にも大きな魅力がある。
リアのリメリック詩は ʻThere was︙ʼ で始まり、人の見た目や行いについて述べられている。そ
れは一風変わった不可解な行いや滑稽な格好、容姿に表わされている。例えば、異常に大きな鼻、
小さな頭、長い足などが描かれて、人のあご鬚にふくろうやめん鳥が巣をつくり棲み家になると
いうような、文字通り並はずれた状況が表現されている。詩の中にはリア独自のユーモアある世
界が形成されている。
    ×  　 / 　×   ×　/     ×    ×    /
There was a n O ld Man w ith a  beard,
 a ひげが特徴のおじさんがいた。
 ×　　/      ×  × /   ×  ×  /　×
Who said, ʻ I f you just a s I  feared ! a 「こんなことになっちまったよ！
×        /       ×   ×  /
Two O wls a nd a  Hen, b ふくろう 2 羽にめん鳥１羽
  ×           /       ×  ×    /
Four Larks a nd a  Wren, b  ひばり 4 羽にミソサザイ１羽
 ×       ×     /     ×      /      ×   ×   /
Have a ll b uilt their nests i n my b eard!ʼ
 a ひげを棲み処としよった。」
 ×     /    ×   ×     /   ×      ×  /
There was a  Young Lady o f Ryde, c ライドに若い娘がいた
×       /   ×  /     ×    ×    /   ×   ×  /
Whose shoe- s trings were s eldom untied;
 c きっちり靴ひもを結んでいた
 ×     /    ×          × 　 /
She purchased some clogs, d 木靴を買って
×       /                      /  ×   /
And s ome s mall s potty dogs, d ぶち柄の子犬たちを飼って 
 ×      /   ×   ×    /        ×  /     ×
A nd frequently walked a bout Ryde.
 c  たびたびライドの街を散歩した 23
 （A Book of Nonsense 3）24 （強調は筆者による）
 註：□は頭韻を示す
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この詩のリズムは、1, 2, 5 行は弱（弱）強 3 歩格であり 3, 4 行は弱（弱）強 2 歩格となる。頭韻
と脚韻が繰り返し使用されるために印象に残りやすいリズムになっている。とくに英語において
「頭韻のリズムは特に普段の言葉、土着の文化として好まれ、アングロ・サクソン人にはその分か
りやすさが言葉の遊びを楽しむ道具となった」（守屋 2010：15）。1 行目 ʻbeardʼ、2 行目 ʻfearedʼ、5
行目 ʻbeardʼ で同音反復を繰り返している。音で ʻbeardʼ と ʻfearedʼ を強調してから、次に言葉の意
味「ひげ」「恐ろしい」が、覆いかぶさるように音を追いかける。このように音と意味が融合して、
単なる意味の伝達と機能を超えて言葉が果たす役割、つまり本当に「恐ろしいことになっちまっ
た」状況を読み手に強く伝える。また ʻand a Henʼ と ʻand a Wrenʼ では同音反復が響き合って強調
され、リズムが生じて音楽的要素が生まれる。第二連では ʻsome small spottyʼ の頭韻［s］の連続
で軽快なリズムをなし、早口言葉的な要素が加わり、ユーモアのある印象を読み手に与える。同
時に、こうして余分なものを取り除いた短い詩形のおかげで、リアは精神的な苦悩を軽やかにさ
らけ出すことができたとも言えるだろう。
リアの詩には必ず挿絵が添えられている。それは、リアに絵の才能があるからという理由から
だけではない。挿絵は、文字と音で読み手が詩の内容を理解できない場合に、読み手の理解を助
けるものである。リアの『ノンセンスの絵本』では、詩と挿絵が非常に良く調和して、読者の理
解を助けている。一例を挙げると、男のあご鬚にふくろうとひばりが棲みついている様子が描か
れ、リアのテクストだけではなく絵（図１）からも情報を得られる。
（図１） There was an Old Man with a beard,
 Who said, ʻIt is just as I feared!
 Two Owls and a Hen,
 Four Larks and a Wren, Have all built their nests in my beard!ʼ
エドワード・リア画　ひげの老人『ナンセンスの絵本』25
したがって、読み手はテクストと絵の相互の作用により、詩の解釈ができるようになっている。
リアは挿絵を入れることで、詩の視覚的描写を試みた。彼が目指したのは、文字と絵の融合、そ
して音の連続が生むリズムと絵の融合ではないだろうか。
まとめ
リアは自分の醜い容姿と持病のぜんそく・癲癇に長く苦しめられた。そのため彼は外界との関
係を遠ざけ、詩の中で自己を客観的に反転させ、笑いとばし、滑稽化した。リアは詩の世界で、
主体性をもち自由にことば遊びを楽しみ、生きていく勇気をも表現した。「自画像」の ʻHis nose is 
remarkably big; ʼ ʻHis visage is more or less hideous,ʼ ʻHis beard it resembles a wig.ʼ という 3 行は、
彼の容姿が醜い事実を文字で示しながらも、音でその事実を反転させている。つまり弱弱強音
（Anapaest）のリズムをつくり、滑稽なリズム感を表現して、内容を逆転させている。また「自画
像」の 6 行と 7 行の詩脚（ʻbigʼ ʻwigʼ）を強音で終わらせており、そこに跳躍するようなリズムが
感じられる。そして、『ノンセンスの絵本』では 1 行目と 5 行目に同じ語 ʻbeardʼ を使用して、一
貫した流れを作っている。リメリックの規則に従い 1, 2, 5 行を同じ韻を踏み 3, 4 行を同じ韻を踏
むという反復が、リアの場合には、音の連続体をつくり文字の意味をいっそう滑稽化し、読み手
の耳に響き記憶に留まるように工夫されている。リアの場合には文字の意味を音の繰り返しによ
る反復で文字の本来の意味がずれる。ここに、リアのノンセンスの特徴があると考えられる。
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また、リアは詩に必ず挿絵を添えた。読み手が文字と音で理解できないところを、挿絵が読み
手の詩の解釈を助けるからである。つまり挿絵という媒体は作者が作品に描く意図を理解する助
けになる。したがって挿絵と詩は調和しなければならない。リアがさらに目指したのは、テクス
トと絵の融合、そして音と絵の融合であると考えられる。
結論
英語のリズムは、長い歳月を経て出来上がったものであり、アングロ・サクソン人のブリテン
島の上陸が英語史の始まりとすれば、これまで起こったさまざまな変化や他言語との接触を経て
形成されたものである。
キャロルとリアの活躍したヴィクトリア朝は、イギリスの工業化が進む第 1 次産業革命の頃に
始まる。例えば、村落には工場が立ち並び、煙突から黒煙が立ち昇り、緑豊かな農村が荒れ地と
なった。そして主燃料が木炭から石炭へと代わり大量の鉄鋼が生産されるようになった。インフ
ラ整備も整っていった。
またヴィクトリア朝とは、2 つの側面をもつ矛盾した社会であった。一方は産業革命の恩恵を受
けて文明や文化が栄えた華々しい面であり、他方は、経済の発展とともに労働者不足から貧しい
子供たちが労働者として過酷な条件で働くようになった面である。ヴィクトリア朝の家庭では、
常に親が優位であり、子どもは年長者に対し服従と敬意を示すように教えられていた。つまりヴィ
クトリア朝期の子供、とくに貧しい家庭に生まれた子供は、労働環境と家庭環境の両方において、
二重の抑圧を受けていたのである。
このようにイギリス社会が急激に変化した時代、つまり農村社会から産業革命による工業化・
都市化が進む新旧交代の時代に、キャロルとリアは生きていた。その時代の不安を払拭するよう
に彼らは滑稽詩をつくり、ノンセンスの世界をイギリス文学に確立した。新旧転換期のヴィクト
リア朝だからこそ、彼らのノンセンスが大人と子どもの両方に受け入れられたともいえる。すな
わち徳目や作法を目的にするのではなく、新しい子供の文学としてノンセンスが世に受け入れら
れたようである。子供が読めば、ノンセンスに使われている呪文のような言葉が、子どもの好む
暗示的な意味となり、想像力が刺激され人間性や感情を取り戻す機会を与えると思われたのかも
しれない。
ノンセンスの世界では、現実世界を離れて自由にことば遊びが楽しめる。たとえばキャロルは
かばん語・造語をつくり、そこに新しい音と、その音の連続によるリズムを加えて、詩の音楽性
を高めた。ノンセンス詩では、マザー・グースと同様、子供が具体物を表すのに用いるオノマト
ピア的擬音が文字と組み合わさって、大きな音楽的効果を発揮している。たとえば、リアの「足
指なくしたポブル」に現われる “tinkedly-binkledy-winkled a bell” には、マザー・グースの「きら
きら星」（Twinkle, twinkle, little star）を思い出させるような響きがある。音の反復（ʻ － inkledʼ）
を 3 回続けることでリズムが生まれ、リズムからメロディーが生じて、詩全体にそのメロディー
が広がり、読み手は音楽のように感じ取る。キャロルの「ジャバーウォック」の “Callooh! Callay!”
では頭韻の繰り返しで音が強調され、そこに中間韻 ʻdayʼ と ʻCallayʼ［ei］が加わる。こうした韻の
反復で音が広がってこだまのように連続する体系をなし、オノマトピア効果の響きを残す。この
音の響きが子どもの脳を刺激し、言葉の伝達能力を超えた意識の領域に入り込むのではないだろ
うか。同時に頭韻の反復が、言葉の誇張を強め、音と意味を読み手の記憶に留まらせる。
これまで述べてきたように、頭韻や中間韻による同一音の繰り返しは、単なる意味の伝達とい
う機能を超えて言葉が果たす役割を表している。言葉は単なる情報の伝達のためだけにあるので
はなく、コミュニケーションの場をもたらす。造語やかばん語による新たな文字と音の組み合わ
せは新しい言葉を生む。そこに生じた意味の曖昧性により読み手の脳が刺激され、想像力が掻き
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立てられる。そうして生じた意味にリアとキャロルの意図が見えるのではないだろうか。彼らの
意図を解釈する手助けとなるのが挿絵である。文字と音で詩を十分に味わえないところに挿絵を
添えると、読み手が詩を理解する助けとなる。また挿絵は、読み手の記憶に残る効果が期待でき
る。リアの『ノンセンスの絵本』では詩と挿絵が非常に良く調和している。リアのテクストの曖
昧な部分に挿絵を入れることで、読み手は視覚と文字の両方から情報を得て、詩の内容を鮮明に
想像できる。つまり挿絵という媒体は、作者が作品に描く意図を理解する助けになる重要な役割
を果たしている。
こうして 19 世紀に築かれたノンセンス文学は、一方で、リアとルキャロルが持つ現実の諸問題
からの逃避と深く関わっている。彼らは過去から引きずる苦悩と現在の理屈だらけの世界の窮屈
さに耐えかねて、人間だれしもが時には存分に吸ってみたい不思議な空気の漂う国に、彼らは心
の解放を求めたのである。過去の苦悩とは、彼らの子供時代にさかのぼる。聖職者の子供である
キャロルは、ピューリタン的発想の厳格な父親の圧倒的な影響の下、厳しい規則の中で育てられ
た。リアの場合は、父親の会社が倒産したため家族は離散し、リアは姉とロンドンで暮らすもの
の、生活は苦しく、持病の癲癇にも苦しんだ。その結果リアは人を遠ざけるようになった。この
ような辛い経験から、キャロルもリアも詩の世界でことば遊びを自由に楽しむようになった。ま
た、ヴィクトリア朝という時代そのものが彼らに不安を感じさせる要因であった。
だからこそ、キャロルはかばん語や造語をつくり、リアも同じように新語をつくり、いったん
言葉の意味を無くし、新たに生まれる言葉に曖昧さを生じさせたのである。彼らは、表層の言葉
ではなく、文字と音で読み手に自分の意図を伝えようとした。既存の語を砕いて新しい語を作り、
そこに生じた組み合わせがリズムを生み、言葉の伝統的な意味を希薄にした。つまり、ノンセン
ス文学は、言葉が持つ素の意味を欠如させ、曖昧なものの見方を読み手に伝え、人の性格や内面
にある諸相、すなわち人間の精神面を客観的に顕在化させようとした試みであった。また、イギ
リス社会が様変わりする光景を目にしてきた人々は、キャロルもリアも含めて、ノンセンスの世
界で、現実の不安から一時的ではあるが解放されたのではないだろうか。こうしてヴィクトリア
朝期に広まったノンセンスは、キャロルとリアがノンセンスの世界でことば遊びを楽しんだよう
に、読み手もまた楽しませ、人々が抱く現実の不安感や抑圧を軽減したともいえよう。
以上をまとめると、ヴィクトリア朝のノンセンス文学は、リアとキャロルが詩の世界で自由を
行使し、彼らの心に存在する現実の不安や抑圧からの解放を促すものであった。同時に、現実の
世界から距離を置き、客観的に自己を見つめなおす機会を読者に与えるという面もある。これが
他の時代のノンセンス文学とは異なる、ヴィクトリア朝のノンセンス文学の特徴であると考えら
れる。
本文中のルイス・キャロルの詩の引用はすべて Aliceʼs Adventures in Wonderland, Through the 
Looking-Glass (Penguin classics, 1998) および Sylvie and Bruno (1st ed, Macmillan & Co, 1889) に、
エドワード・リアの詩の引用はすべて　Holbrook, Jackson, ed. The Complete Nonsense of Edward 
Lear. Eighteen impression (Faber and Faber, 1989) に拠る。
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